
第十一回 定期総会

日　時　令和 5年 6月 25日（日）
　　　　午後 2時 30分～午後 4時
場　所　熊谷市男女共同参画推進センター「ハートピア」
　　　　熊谷駅直結ティアラ 21　４階

１．開会
２．会長挨拶
３．来賓祝辞
４．議長選任
５．議事録作成人および署名人選任
６．議事
第１号議案　令和4年度活動報告に関する件
第2号議案　令和4年度決算承認に関する件
第3号議案　令和5年度活動計画 (案 )承認に関する件
第4号議案　令和5年度予算 (案 )承認に関する件
第5号議案　定款変更の件

７．報告事項
　　（１）会員への依頼事項
８．閉会

〒360-0012   埼玉県熊谷市上之１７７７－４
ＴＥＬ 048-525-3222・ FAX 048-525-3231
Eメール　　　　  info@saitama-sams.or.jp
HPアドレス  http://www.saitama-sams.or.jp
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会長挨拶

公益社団法人
埼玉県鍼灸マッサージ師会 代表理事　山岸　克也

　日頃より、会員の皆様並びに県民の皆様には当会の活動にご理解と

ご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。

　５月８日から新型コロナウイルス感染症は、感染症法上の５類感染

症に位置づけられました。コロナ禍以前の生活状況に戻りつつあり、

人の動きもかなり活発になってきました。マスクの着用も個人の判断

とされ、これから暑い季節が来ますのでマスクをしない方も相当増えるかと思います。そ

うは言っても、コロナの感染の拡大が無くなったわけではありません。我々鍼灸マッサー

ジ師としては人との関わりや経済活動を考慮しつつ、引き続き感染対策を講じながら、県

民の皆様の健康増進のために精進する所存です。

　先般は当会の大先輩であります、元副会長の八山俔子先生が黄綬褒章を受章され、５月

１４日にさいたま新都心にあるホテルブリランテ武蔵野で祝賀会が盛大に開催されまし

た。大野知事をはじめとする多数の来賓の方々がお越しになり、八山先生の長年の功績を

讃える感動的な祝賀会になりました。八山先生の今後益々のご活躍をお祈りいたします。

　鍼灸マッサージ業界を取り巻く状況は、依然として厳しいものがあります。今年度はコ

ロナ感染も以前に比べ落ち着いてきたこともあり、会員の皆さんと直接お会いし、できる

だけ活発に活動をし、結束を強化していきたいと思っております。皆様の更なるご協力を

賜りますようお願い申し上げます。
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１）総務部
１）監査会
令和 4年 5月 9日 長嶺芳文、八木拓也の監事 2名による監査会を実施した。
２）理事会、総会等
令和 4年 5月 24 日 第一回理事会 ZOOM会議
令和 4年 6月 12 日 第二回理事会 武蔵浦和コミュニティセンター
令和 4年 6月 12 日 支部長会 　　　武蔵浦和コミュニティセンター
令和 4年 6月 12 日 社員総会 　　　武蔵浦和コミュニティセンター
令和 4年 8月 18 日 第三回理事会 ZOOM会議
令和 4年 9月 22 日 第四回理事会 ZOOM会議
令和 4年 9月 24 日 関東甲越地区連絡協議会 in 群馬　伊香保
令和 4年 10 月 23.24 日 東洋療法推進大会 in 埼玉　ホテルヘリテイジ
令和 5年 3月 25 日 第五回理事会 埼玉会館

　　総務部　高野　広行

第１号議案　令和4年度活動報告に関する件

　　学術部　近藤　宏２）学術部
1．学術研修大会・県民公開講座の開催
埼玉県民の健康の増進と本会員の資質の向上を図るために 12 月 4 日に本会事務所を
発信元としてオンライン形式（ライブ・オンデマンド）にて学術研修大会・県民公開
講座を実施した。

2．( 公財 ) 東洋療法研修試験財団への生涯研修修了証書の交付申請
学術研修大会、保険講習、第 21 回東洋療法推進大会 in 埼玉など、東洋療法研修試験
財団が定める生涯研修会や学術大会等に出席した延べ 93 名のうち、東洋療法研修試
験財団が定める単位数（15単位）を取得した 12名について生涯研修修了証書の交付
申請した。

・８月９日の「はりきゅうマッサージの日」のイベントに際し、県民に正しい知識を
普及するとともに鍼灸マッサージの普及啓発のため、123,000 部の情報紙を発行し
ている地域新聞社に鍼灸マッサージの記事を掲載

・10月 2日　普通救命講習会に参加、協力
・10月 23 日・24日　『東洋療法推進大会 in 埼玉』参加、協力
・12月 4日（日）　生涯研修会にてシンポジウム「鍼灸マッサージ施術所の新たな運営・
経営戦略」 発表、参加、協力

・2 月 28 日　呉竹医療専門学校にて「あん摩マッサージ指圧の療養費の取り扱いに
ついて」卒業生を対象に講演

　　組織部　刑部　陽子３）組織部
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・広報誌　「すこやか」を年２回制作　夏と冬に発行
19号　8月に発行
内容：会長挨拶、東洋療法推進大会 in 埼玉のお知らせ、総会の報告、SNSのお知らせ、
岡内先生の連載、ツボのお話
20号　12月に発行
内容：会長挨拶、東洋療法推進大会 in 埼玉の報告、救命救急講習会の報告、関東
甲越地区協議会 in 群馬の報告、岡内先生の連載、会員からの寄稿　（さいたま支部
八山先生）、ツボのお話

＊広報誌の内容は、埼玉県民に向けてのものになるよう努めております。今後も引き
続き、当会の活動紹介や、健康に関する有益な情報など、県民の皆様へ向けた発信
をしたいと考えております。会員の皆様からも「こんな活動しました」といった報
告や「今度、健康講座を開きます」などのお知らせなど、県民に向けた活動（公益
な活動）をされている先生がいらっしゃいましたら、ぜひお声を寄せて下さい。　
　また、書籍を出版される事などございましたら、宣伝広告の掲載をご検討下さい。
A4の 4分の１サイズ　5千円で承ります。

・その他の活動　東洋療法推進大会 in 埼玉のポスターを全鍼師会から依頼を受けて制
作。

・令和 4年 6月より広報部（小久保、刑部）と IT 担当（秋山、加藤）の合同で SNS
担当部を作り Twitter や Instagramでの情報発信を始めました。
公益社団法人という公式な立場からの発信になるので、炎上などのリスクを避ける
ため、その辺りを考慮したガイドラインを制作し、現在その運用に当たっておりま
す。

当初は、昨年行われた東洋療法推進大会 in 埼玉の宣伝を主とした情報発信を行い
ながらそのガイドラインを随時アップデートして参りました。今後も必要に応じて
アップデートしていきたいと考えております。
今後の活動目標としては、鍼灸マッサージ利用者の増加、会員の増加に繋がるよう
な運営を目指していきます。SNSフォロワーが増えることにより、患者の目に止まる
機会が増え、それが来院のきっかけになったり、また、今の学生のほとんどは SNS
から情報収集をしていますので、SNSをキッカケに彼らに当会を認識してもらい、入
会にまで繋げて行けたらと考えております。そのためにも、会員の皆様の中で
Twitter や Instagramを利用されている先生がいらっしゃいましたら、ぜひフォロー
していただき、フォロワーを増やしていく活動にご協力ください。

　広報部　小久保　貴一４）広報部
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技術や事務の知識を高めるために技術研修会や事務講習会を行う。会員はもとより
会員以外のはり師・きゅう師・あん摩マッサージ指圧師に対しても受講機会を与え、
不正請求の防止や県民の健康増進に寄与している。
・保険講習会　年２回　開催。本部事務局を会場にリモートとのハイブリッドで開催

 後日 youtube にて限定配信
　第１回　8月 23 日に実施。全鍼師会副会長 保険委員長の往田先生に講演頂いた
　内　容：施術報告書の書き方、適用欄の使い方、今後の動き、マッサージ施術部

　位の一包化、経営面での変化
　　第 2回　3月 19 日に実施。
　内　容：療養費支給申請書（レセプト）の書き方について、鍼灸マッサージ管理

システムのお知らせ
・保険審査会　埼玉県国民健康保険団体連合会の療養費審査委員会に施術担当者を代

　表する委員として鍼灸師会と２年交代で参加。R６年５月までの任期。
審査会は毎月１回さいたま市中央区の国保会館で開催。

・そ の 他　会員、県民、国保連からの問い合わせに対応。

　保険部　小久保　貴一５）保険部

　　視覚障害部  金子　正和６）視覚障害部
・視覚に障害のある県民に対し点字、CD、TXT により年 2 回の会報をはじめ、各種
案内資料を作成
・（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の視覚障害者委員会の会議に参加

・10月 2日 ( 日 )　普通救命講習会 ( 川越市・ウェスタ川越 ) を開催
講師を川越中央消防署に依頼し、座学と実技により心肺蘇生法とAEDの使用法
を学習した

・3月 5日 ( 日 )　東京マラソン 2023
日本陸上競技連盟 医事委員会トレーナー部のトレーナーとして活動。15km救
護所 ( 加藤孝太 )、27km救護所 ( 秋山喜和 ) にて医師の指示の下でマッサージや
テーピングなどを行った

・小江戸川越ハーフマラソン、よろこびのまち久喜マラソンのボランティアマッ
サージは主催者側の意向により中止

スポーツセラピー部  秋山　喜和７）スポーツセラピー部

・無資格施術による健康被害の防止のため、（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の法
制委員会のWEB会議に参加

　無資格者対策委員  金子　正和８）無資格者対策委員

　　災害担当委員　秋山　喜和９）災害担当委員
・災害未発生の為、活動なし
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第２号議案　令和4年度決算承認に関する件
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第３号議案　令和5年度活動計画（案）承認に関する件

　　学術部　近藤　宏２）学術部
1．生涯研修会・県民公開講座の開催
埼玉県民の健康の増進と本会員の資質の向上を図るために生涯研修会・県民公
開講座を実施する。

2．( 公財 ) 東洋療法研修試験財団への生涯研修修了証書の交付申請

　　組織部　刑部　陽子３）組織部
・はりきゅうマッサージの日イベント協力、参加
・東洋療法推進大会協力、参加
・関東甲越ブロック大会協力、参加
・新年新人歓迎会企画、開催
・その他、各種イベントへの協力、参加

１）総務部 　　総務部　高野　広行
１．監査会
令和 5年 5月 22 日　 　会計監査 　　　　　本部会館

２．理事会、総会等
令和 5年 6月 3日 　第一回理事会 　　川越市
令和 5年 6月 25 日 　定期総会  　　熊谷市男女共同参画推進センター
令和 5年 6月 25 日 　支部長会  　　熊谷市男女共同参画推進センター
令和 5年 9月 24 日 　第二回理事会 　　未定
令和 5年 12 月  　第三回理事会 　　未定
令和 5年 10 月 15・16日  東洋療法推進大会　　 岩手県
令和 5年 11 月 26・27日　関東ブロック大会　　千葉県
令和 6年 1月  　第四回理事会 　　未定
令和 6年 3月  　予算理事会 　　未定

・保険講習会　年 2回開催
・保険審査会　毎月参加（～R6年 5月）

　保険部　小久保　貴一５）保険部

　広報部　小久保　貴一４）広報部
・広報誌「すこやか」年 2回発行
・SNSの発信
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　　　無資格者対策委員　金子　正和８）無資格者対策委員
・無資格の恐れのある店舗を調査し、報告を行う
・（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の法制委員会と協議を重ねる

　災害担当委員　秋山　喜和９）災害担当委員
・災害発生時に自治体、DMAT等と連携して被災者へのボランティア活動を行う

　　視覚障害部　金子　正和６）視覚障害部
・点字・ＴＸＴファイル・ＣＤの資料作成を行う
１．定期総会
２．会報すこやか 21号・22号
３．生涯研修講習会日程表
４．はりきゅうマッサージの日におけるイベントの案内
５．関東ブロック大会の案内
６．東洋療法推進大会の案内
７．新人歓迎会の案内
８．その他必要に応じて作成
・（公社）全日本鍼灸マッサージ師会の視覚障害委員会と協議を重ねる

　　　スポーツセラピー部　秋山　喜和７）スポーツセラピー部
・11月 4日 5日 ( 土、日 )　
　　　　　　 第 3 回日本社会人バスケットボールフレンドリーシッ　プ 60 ボラン
　　　　　　 ティア施術
・11月　　　小江戸川越ハーフマラソン　ボランティアマッサージ
・2月 12 日　さいたま市民マラソン　ボランティアマッサージ
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第４号議案　令和5年度予算（案）承認に関する件
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第４章 社員総会 

（構成） 

省略 

（権限） 

省略 

（開催） 

省略 

（招集） 

省略 

（議長） 

省略 

（議決権） 

省略 

（決議） 

省略 

（書面又は電磁的方法による議決権の行使） 

第 18条 総会に出席できない社員は、あらかじめ通知

された事項について、書面又は電磁的方法をもって決

議することができる。 

2 書面により議決権を行使する場合は、社員は総会

の日時の直前の業務時間の終了時までに、必要な事

項を記載した議決権行使書面をこの法人に提出しなけ

ればならない。 

3 電磁的方法により議決権を行使する場合は、社員

は法令で定めるところにより、この法人の承諾を得て、

総会の日時の直前の業務時間の終了時までに、議決

権行使書面に記載すべき事項を、電磁的方法によりこ

の法人に提出しなければならない。 

4 前 2項の規定により行使した議決権の数は、出席し

た社員の議決権の数に算入する。 

（議事録） 

第 19条 省略 

第４章 社員総会 
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第5号議案　定款変更の件



２ 省略 

 

第５章 役 員 等 

第 20条 

 

第 21条 

 

第 22条 

 

第 23条 

 

第 24条 

 

第 25条 

 

第 26条 

 

第 27条 

 

第 28条 

 

第６章 理 事 会 

第 29条 

 

第 30条 

 

第 31条 

 

第 32条 

第５章 役 員 等

第６章 理 事 会 

第 28条 

 

第 29条 

 

第 30条 

 

第 31条 

 

（新設） 
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第 34条 

 

第７章 資産および会計 

第 35条 

第 36条 

 

第 37条 

 

第 38条 

第 39条 

第８章 定款の変更及び解散

第 40条 

 

第 41条 

第 42条 

第９章 公告の方法

第 32条 

第７章 資産および会計 

第 33条 

第 34条 

 

第 35条 

第 36条 

 

第 37条 

 

第８章 定款の変更及び解散 

第 38条 

第 39条 

第 40条 

 

第 41条 

 

第９章 公告の方法 

第 42条 
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